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第２３巻（平成８年２月） 

 

 （原 著） 

•自閉症状のある精神遅滞児の刺激等価性の枠組みによる数概念の形成と維持・般化  柘

植雅義 １－１２  

•補聴器による聴覚フィードバックと発語明瞭度について  中川辰雄 １３－２０  

•保護者の障害認識に対する早期療育の役割  久保山茂樹 ２１－２７  

•障害児・者の言語獲得への援助に関する理論的枠組の構築  牧野泰美 ２９－３５  

•障害児学習用コンピュータソフトウェアの情報提示様式の分析  棟方哲弥・中村均・詫

間晋平 ３７－４５  

（事例報告） 

•発声・発語表現に拡がりの見られた脳性まひ児の発達過程についての検討  渡邉章 ４

７－５３  

•触地図の活用を促す教育的係わり合いについて －行動空間内の経路把握を触地図によっ

て援助した一盲青年の事例－  金子健・吉武清美 ５５－６０  

•自閉症児の描画能力の発達 寺山千代子 ６１－６７  

•学習障害を伴う注意欠陥多動障害児の同胞を持つ１女児の心理的葛藤と発達危機  篁倫

子 ６９－７６  

（論説・展望） 

•カナダ・オンタリオ州の特殊教育にみる教育改革の動向  志村洋 ７７－８５  

•学習に困難を示す子どものニーズへの対応  緒方明子 ８７－９４  

（調査資料） 

•自閉症に関する研究のアプローチとその推移 －最近１０年間（１９８６－１９９５）の

動向を中心に－  東條吉邦 ９５－１０２ 


